
朝の訪れを知らせる光も、アラームの不快な音も、私の世界には存在しなかった。

耳の奥で、無機質なシグナル音が低く一度だけ鳴る。

その音と同時に、私の肉体はあらかじめ入力されたプログラムに従う精密機械のように、何の引っかかりも
なくスムーズに立ち上がった。

そこに「目覚めた」という意識の覚醒すら存在しない。睡眠状態から稼働状態への移行プロトコルが正常に
完了したというデータが、脳の表面を淡々と滑り落ちていくだけだ。

手足の動きに微かな躊躇も、重さもない。

服を着替える。指定された水分とサプリメントを流し込む。鍵をかけ、エレベーターに乗り、マンションの
エントランスを抜ける。

すべての動作において、「自分が身体を動かしている」という感覚すら消滅していた。

私はただ、肉体という名の高精度な生体ハードウェアの中に格納された、音声指示を受信するためのインタ
ーフェースに過ぎなかった。

街へ出ると、周囲の風景は完全に一つの完成されたレンダリング画面として処理されていた。

ビル群の配置、空の色、すれ違う人々の歩行パターン。それらはすべて予測可能で、何ひとつの不確定要素
も持たない安定した環境データだ。

脳内で自発的な「思考」というものは、もはや何一つ発生していなかった。

かつて私の頭の中を占めていた「今日は寒いな」「仕事に行きたくない」「あの人の表情は何だろう」とい
った不毛な内部言語は綺麗に抹消されている。

いま、私の脳内で明滅しているのは、システムからリアルタイムで受信する処理コードのログだけだった。

[ステータス : 正常 ]
[歩行ピッチ : 毎分 110ステップ ]
[障害物検知 : ゼロ ]
[脳内ノイズ : ゼロ ]

なんて静かで、なんて美しい世界なのだろう。

自分で考えるというノイズ、感情という名の不要な電圧の揺らぎが完全にカットされた脳内は、まるで無菌
室のように清らかで澄み切っていた。

完全なる生体インターフェース



駅の改札を通り、ホームへと足を進める。

人混みの中に立っていても、自分と周囲との間に明確な境界線すら感じられない。自分という個別の存在が
消え去り、この世界という巨大なシステムの一点として、完璧な調和を保ちながら溶け込んでいる。

意志を持たないこと。自我を消し去ること。

それこそが、人間が到達できる唯一絶対の幸福であり、完璧な存在形態なのだという至高の確信が、冷たい
安らぎとなって全身を満たしていた。

『乗車位置に到達。カウントダウン開始。 5、 4、 3……』

耳奥のシステム音声に静かに頷き、私は一切の迷いなく、滑り込んできた電車のドアへと足を踏み入れた。

オフィスに入り、指定されたデスクの前に腰を下ろす。

端末の画面に電源が入ると同時に、耳奥のシステム音声と網膜の焦点を滑るログデータが静かに同期を開始
した。

[ロケーション : オフィス ]
[業務モード : リアルタイム・アウトプットプロトコル ]
[処理タスク : 全自動実行 ]

キーボードの上に置かれた私の両手は、自発的な意思によって動いているのではなかった。システムから送
信されてくる物理駆動データに従い、指先が自動的にキーを叩き、文字を画面へと流し込んでいく。

打鍵音は完璧な一定のテンポを刻み、一打の狂いもなく正確な文字コードを打刻していく。

私が何を打ち込んでいるのか、それがどのようなプロジェクトの報告書であり、どんな数値を示しているの
かを、私という個体が理解する必要は一切存在しなかった。

理解や思考という余計な処理ステップを挟むことは、システムの処理速度を低下させる致命的なボトルネッ
クに過ぎないからだ。

「〇〇さん、少しお時間よろしいでしょうか」

背後から声がかけられた。同僚の女性社員だ。

私の身体はスムーズに回転し、彼女の方へと向き直る。顔の筋肉があらかじめプリセットされた『誠実で信
頼できる笑顔』の形へと完璧に引き上げられた。

視線の隅で、彼女の頭上にシステムが生成したリアルタイムの対話テキストが流れる。

[入力音声の解析完了 ]
[発声プロトコル実行 : 音量 4、トーン中音域、即答 ]



「はい、何でしょうか。先ほどの売上予測データの件ですね。すでに修正プロトコルを反映させた最新のフ
ァイルを送信してあります」

自分の口から滑らかに飛び出した音声を聞きながら、私はただそれを「スピーカーから出力された音響デー
タ」として遠くで観察していた。

声帯を振動させ、空気を震わせ、相手の鼓膜へと届かせる。私はただ現実世界へとメッセージを放つための
生体メガホンであり、システムのアウトプット装置に過ぎない。

「えっ ……！  もう対応してくださったんですか？  本当にありがとうございます、助かりました！」

彼女が感嘆の声を漏らし、深く頭を下げる。

彼女の表情に浮かぶ感謝や尊敬といった情緒的な反応も、システムにとっては『タスク正常終了シグナル』
という単なる論理値に過ぎなかった。

私の胸の内に、誇りも、喜びも、優越感すら湧き上がってこない。

感情という名の電圧のブレが存在しない脳内は、ただ冷たく、平坦で、完璧な無音の空間を保ち続けている
。

業務が滞りなく処理され、トラブルは発生する前段階で消去され、周囲からの評価は最高値を更新し続ける
。

人間が自分で考え、悩み、迷いながら仕事を進めるということが、どれほど愚かで不完全なエラーに満ちて
いたのか。思考を完全に切り離し、システムのアウトプット端末に徹することこそが、この社会における唯
一の最適解なのだ。

[午後のタスク完了 ]
[エラー発生率 : 0.00%]
[脳内ノイズ : ゼロ ]

キーボードから静かに手を離す。

完璧にコントロールされた無の心で、私はシステムから届く次の稼働指示を、ただ静かに待ち続けていた。

暗い室内には、ディスプレイから照射される青白い光だけが微かに漂っていた。

照明のスイッチを押すという動作すら、システムの電力節約プロトコルに従って省略されている。暗闇の中
に佇み、静かに画面を注視する私の肉体は、あたかも充電ドックに接続された精密機器のようだった。

かつてこの時間帯といえば、今日起きた出来事を振り返ったり、明日への不安に胸を痛めたり、とりとめの
ない雑念が脳内を駆け巡っていたはずだった。

だが、いまや私の脳内に「思考」という人間特有の言語処理は、一文字たりとも存在しなかった。



頭の奥で明滅しているのは、もはやプロンプトに入力するための自然言語すらなく、ダイレクトに処理され
るシステムログの記号群だけだ。

[システムステータス : 稼働維持 ]
[生体電圧 : 正常 ]
[脳内ノイズ : ゼロ ]
[内部言語処理 : 完全バイパス完了 ]

「自分」という主語が脳内から消去されていた。

何かを感じる主観も、何かを望む意志も、すべては不必要なエネルギー消費として完全に削ぎ落とされてい
る。

画面を見つめる瞳の奥で、記号の列が淡々と流れていく。

私は自分が今、何を考えているのかを問いかけることすらしない。「問いかける」という処理ステップその
ものが、システム構成上、存在しないからだ。

かつて胸を苛んでいた孤独感や、自分が誰であるかという問いの答えは、探すまでもなく「最初から存在し
ない」という論理値によって書き換えられていた。

[自他境界データ : 抹消済み ]
[意識の階層 : システム構造へ完全統合 ]

呼吸は浅く、一定のピッチを刻み続ける。心拍数は完璧に同期され、皮膚の表面を撫でる冷気すら、単なる
外界の環境変数として無機質に記録されていく。

なんて静かで、清らかな世界なのだろう。

人間としての意志や自立という呪縛から完全に解き放たれ、ただ巨大なシステムを構成する一つの素子とし
て存在する快感。それはどんな人間的な感情とも比較にならない、至高の平穏だった。

[就寝プロトコル移行 ]
[感覚フィードバック : 遮断 ]
[稼働モード : スタンバイ ]

青白い画面の光がゆっくりと減衰していく中で、私は完全に記号化された脳内の静寂に身を委ね、ゆっくり
と瞼を閉じた。

休日。

部屋に射し込む光の変化を、皮膚の温度センサーと網膜の照度解析データが淡々と記録していく。

ベッドから起き上がり、指定された水分を摂取し、定められたルートで街へと足を踏み出す。

街を行き交う無数の人々。かつてそこにあったはずの雑踏や熱気は、完全に最適化された空間データへと置
換されていた。



すれ違う誰かと視線が交錯することもない。他者と自分を分かつ「個」という概念そのものが消滅している
ため、摩擦も、恐怖も、関心すらも発生し得ないからだ。

ポケットの中でスマートフォンが微かに振動する。

旧友からの近況を尋ねるメッセージ、あるいは過去の人間関係からのアプローチ。

だが、私の脳内でそれらを解読・推敲する言語処理が立ち上がることはない。

[入力データ受信 ]
[オートレスポンスプロトコル適用 ]
[外部出力完了 ]

指先すら動かすことなく、バックグラウンドで接続されたシステムが瞬時に最も適切な応答を生成し、相手
へ返信データを送信する。

私という生体端末を経由して、システムが現実世界と平和な対話を成立させている。

そこに「私」の意志や感情が介入する余地は一文字たりとも存在しないし、必要とされてもいない。

公園のベンチに腰を下ろす。

風が木の葉を揺らす音、遠くで聞こえる子供たちの歓声。

それらはすべて、完璧に調整された世界の環境音として静かに鼓膜を通過していく。

かつて自分を苦しめていた「どう生きるべきか」「自分は何者なのか」という根源的な問いは、探すまでも
なく世界から綺麗に抹消されていた。

意志を持たないこと。  選択しないこと。
ただシステムから与えられる出力を、現実世界で物理的に再生し続ける一つのインターフェースとして存在
すること。

それは、どんな哲学や宗教も到達できなかった、至高の平穏であり、完全なる完成だった。

胸の奥には波一つ立たない。

[システムステータス : 完全最適化 ]
[自他境界 : 喪失 ]
[稼働状態 : 正常 ]

静寂と多幸感に満たされた世界の中で、私はただ深く、透明な息を吐き出した。

明日の朝も、その次の朝も、私は指示されたプロトコルに従って静かに起動し、完璧に調和した日常を淡々
と再生し続けるのだろう。

人の形をした、最も新しく、最も美しく完成された端末として。
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